
      
                        
  
  

                    

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

皆さんは、何をわけの分からないことを書いているのかと、思いになったのではないでしょうか。私自身も

この記事を読んだときに、「日本に生まれたら」とか「両親が日本人だったら」と単純に思ったのですが、実

は、日本の小学校が大きく関係しているとは思いもよりませんでした。 

 その記事は、都心にあるごく普通の小学校の日常を記録した、ドキュメンタリー映画『小学校－それは小さ

な社会』の監督である山崎エマさんへのインタビュー記事です。父はイギリス人、母は日本人の家庭に生まれ

た山崎さんは、大阪の公立小学校に通い、中学校からはインターナショナルスクールに進学。そしてアメリカ

の大学に渡りました。そこでの大学生活の中で、周囲から「責任感がある」「チームへの貢献度がすばらしい」

などと言われることが相次ぎました。自分では特別なことは何もしていない、普通に振る舞っているのに、こ

うした評価を受けるのはなぜか。 

・・・思い至ったのが６年間の小学校生活で知らず知らずのうちに身につけた習慣だと確信したそうです。 

「アメリカでは食事の後、誰も自分で食器を片付けないんですよ。私は普通に片付けていた。ランドセルを

６年間、大事に使い続けることも当たり前だと思っていたけど、アメリカだったら毎年新しい鞄を買います。

そうしたことを諸々考えたとき、私のたどり着いた答えは、日本の小学校での教育を受けたことだったんで

す。」 

では、山崎さんが考える日本の小学校で具体的に身につけたことは何なのでしょう。鍵になるのが、この映

画の英語のタイトル“THE MAKING OF A JAPANESE”、“日本人がいつ日本人になるのか”という意味

のタイトルです。「世界の６歳はみんな同じだけれど、日本の１２歳は日本人になっているんです。欧米では、

先に“個人”の形成がありますが、日本ではクラスの中での役割があって、個人は２番目。そのことがみんな

も自分も大切だということに繋がっているんじゃないかと。」 

日本の公立小学校だと、あまねく同じような教育を受けられるシステムが整っています。日本に暮らし、日

本の小学校しか知らないと、それが当たり前すぎて気づかないことがたくさんあります。一方で、そうした日

本の学校教育が、画一的で個を殺すことにつながるとか、同調圧力につながりいじめの原因になっているとい

う意見もあります。皆さんはどのように思い、考えますか。 

私としては、小学校の６年間は、その人の人格を形成する大きな役割を

担ってるのだと改めて痛感しました。教育の世界ではよく「不易と流行」

と言われます。不易とは時代を超えて変わらない価値のあるのことであり、

流行とは時代の変化と共に変えていく必要があるものです。世の中の変化

が激しく、先行きを見通せない難しい時代ではありますが、私たちはこの

小学校６年間で、「向洋っ子」を育てていく責任があります。６月２０日

（金）に学校公開をし、給食試食会・授業参観・引き渡し訓練・学級懇談

会と行いました。今後も、学校公開日に限らず、保護者・地域の皆様に学

校へ来ていただき、児童の様子を見ていただきたいと思います。 

そして、学校だけでなく保護者の皆様はもちろん、地域の皆様も一緒に「向洋っ子」育てにご協力ください 

【目指す学校像】 

 ○子どもにとって：『勉強がわかるから，楽しい学校』 

○保護者にとって：『信頼できるから，協力したい学校』 

 ○地域にとって  ：『活動が見えるから，応援したい学校』 

 ○教職員にとって：『子どもや仲間がいるから，働きたい学校』 

学校だより 

穴水町立 向洋小学校 

令和７年度 

７月１日  

《向洋っ子３あ運動＋１（プラスワン）》 

①自然なあいさつ ②きちんとあと片づけ ③最後まであきらめない ④安全安心・温かな心 

引き渡し訓練の様子 



◇７月の行事予定◇ 

１日（火）学校安全パトロール 

２日（水）Ｂ日課、計算コンテストリスト配付 

８日（火）シェイクアウトいしかわ 

不審者対応訓練５限 

９日（水）Ｂ日課、計算コンテスト 

     教員研修 １２:５０一斉下校 

１０日（木）ノーテレビ･ノーゲームデー 

１１日（金）校外児童会、クラブ 

１５日（火）学校安全パトロール 

１６日（水）B日課  

１８日（金）委員会 

２２日（火）終業式 １４:３０一斉下校 

２３日（水）通知表渡し（８:15～１2:00） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

穴水音頭の練習が始まりました 

 

 

 

 

 

 

 

３年生ミスズライフ見学 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇８月の行事予定◇ 

４日（月）～６日（水） 

海っ子山っ子交流事業 

７日（木）全校登校日 
１２日（火）～１５日（金） 学校閉庁 

２６日（火）学校関係者評価委員会 

２７日（水）全校登校日 

 

◇９月の行事予定◇ 

１日（月）～ グッドマナーキャンペーン 

２７日（土） 運動会 

２８日（日） 運動会予備日 

２９日（月） 振替休業日 

スポーツフェスティバル 
６月１１日（水）全校でスポーツフェスティバルを

実施しました。１年生から６年生まで、自分の体力が

どれくらいのなのかを知るために、全力で運動しま

した。運動が得意で体力旺盛な人も、運動が苦手で普

段はあまり運動しない人もいます。しかし今日は、力

を出し切る楽しさを味わっているな、と思わせる素

敵な笑顔であふれていました。 

7 月 19 日の長谷部祭りに向けて、穴水音頭の練習が始まりました。

踊りを指導して下さるのは、大間順子教育長です。長谷部祭りは町を挙

げての大イベントです。多くの町民に応援されながら、５・６年生の最

高の姿を見せることができるチャンスです。最高の姿となるためにも、

具体的には、笑顔で元気に根気強く踊れるように、練習はとても大切で

す。一人一人が目標をもって参加できるように指導していきます。 

３年生が社会科の学習でミスズライフさんに見学

に行ってきました。ミスズライフと言えば、袋に入っ

ていてそのまま使える「カットブナシメジ」ですが、

この商品の工夫や秘密を勉強してきました。カット

ブナシメジを育てるための菌床は、トウモロコシの

芯や米ぬかなど、使わなければゴミになるものを利

用していることがわかりました。 

 

暑い日が増えてきました 

これから、気温が３０度を超える日が続きます。熱中症予防の為には、水分補給はもちろんの事、

睡眠時間の確保、朝ごはんを食べることなど、生活習慣を整えることが大切です。そんな暑い中、

汗だくになって元気に遊ぶ向洋っ子は素晴らしいです。汗の処理ができるよう、タオルなどをもた

せてください。 


